
地区名 金津地区   地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R７年度用）                                       令和 ８年 ２月 １５ 日 

 １明るく元気な地域づくり ２安全で安心な地域づくり ３健康で豊かな地域づくり ４相談しやすい体制づくり 

今
年
度
の
取
り
組
み 

・こどもの居場所「ワクワク金津広場」 

・大運動会 

・金津地区文化祭作品展 

・クリスマスコンサート 

・つるし飾り 

・かなづ親子食堂ワクワク 

・ぴいす金津防犯見守り 

・歳末見守り事業打ち合わせ、実施 

・金津地区民児協 児童見守り・パトロー

ル 

・防災訓練 

・小中合同防災訓練 

・防犯懇談会 

・自治会・町内会による除雪活動 

 

・地域の茶の間（コミセン、各自治会・町

内会） 

・「地域の茶の間いっぷく」送迎支援 

・地域の担い手となる事業の展開（メロ

ディ） 

・金津小学校4 年生 総合学習（地域の茶

の間交流）  

・金津地区敬老会 

 

・自治会町内会と民生・児童委員との連

携のしくみづくり 

・コミ協だより「会報かなづ」の発行 

・インスタグラムでの情報発信 

・地域福祉懇談会  

 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

   

取
組
ん
で
み
て
の
課 
題 

（こどもの居場所「ワクワク金津広場」） 

・中学生にもぜひ来てほしいが、参加が

少ない。 

（大運動会） 

・子どもたちの参加が少なかった。 

・高齢者も楽しめる競技を工夫するの

が課題。 

（自治会・町内会による除雪活動） 

・ニーズを把握しきれずに、本当に除雪

を必要としている世帯まで支援が届い

ていないかもしれない。 

・自治会の除雪隊はあるが、担い手も

大変で、個人宅の除雪までは手が回ら

ない。 

（メロディまごの手サービス） 

・メロディでは除雪活動を有料で行っ

ている。（時間：平日１０～１５時、料金：

３０分６００円） 

・ただ、PR が少ないのか利用があまり

伸びない。 

 

（「地域の茶の間いっぷく」送迎支援） 

・現状はタクシー４台を運行している。

費用がかなりかかっている。 

・費用を節約するために、スタッフが送

迎する場所まで伺う等工夫をしている

が、１回１万円はかかる。 

・送迎係と役割を分担すると負担も大

きい。 

→送迎を運営するにも新たな方法やア

イディアも検討が必要である 

（包括支援センターとの連携） 

・圏域ケア会議では、県外に住む家族

から独居高齢者の安否についての相談

が多い。 

こどもの居場所「ワクワク金津広場」 歳末見守り事業 

地域の茶の間 地域福祉懇談会 



 １明るく元気な地域づくり ２安全で安心な地域づくり ３健康で豊かな地域づくり ４相談しやすい体制づくり 

取
り
組
ん
で
み
て
の
評 
価 

（こどもの居場所「ワクワク金津広場」） 

・年度途中からの開始だったが、２月現

在で２４０名の子どもたちが参加した。 

・今後、小合、山の手、小須戸、荻川にも

広がりを見せるかもしれない。 

（大運動会） 

・約１０００名が参加した。継続して６８

回も開催している大切なイベントであ

る。 

（金津地区文化祭作品展） 

・３０８名からの出展があった。作品を

通して、顔の見える関係にもつながっ

た。 

（クリスマスコンサート） 

・２４０名を超える参加があった。若い

世代がコミ協活動を知るきっかけにな

る。また、顔の見える関係にもつなが

る。 

（ぴいす金津防犯見守り） 

・通学路などにオレンジ椅子を設置し、

ながら見守りが根付いてきた。 

・毎年、椅子の修繕やペンキ塗りを行

い、活動のふりかえりにもなっている。 

（歳末見守り事業打ち合わせ、実施） 

・西古津自治会では町内で一体的に展

開ができた。対象者も地域からの見守

りで安心だったと思う。 

（金津地区民児協 児童見守り・パトロ

ール） 

・危険個所マップを作成して学校へ説

明して渡している。毎年更新を行って

いる。今後も学校と連携して続けてい

きたい。 

（防災訓練） 

・各町内、コミ協で工夫して実施でき

た。 

・非常時につながる訓練となった。 

（自治会・町内会による除雪活動） 

・東島町内会では役員で歩道と高齢者

宅を除雪している。 

・中村町内会では組織化はされてない

が、さくら会（老人クラブ）会員が助け

合いの活動として除雪に取り組んでい

る。 

（メロディまごの手サービス） 

・とても助かっている方もいる。 

 

（金津小学校総合学習、地域の茶の間

交流） 

・毎年２月に児童が学校に招待してく

れている。 

・さわやか朝日では、児童訪問が訪問

して交流を深めている。参加する高齢

者にとって、喜びとよい刺激になって

いる。 

（朝日の森の活動） 

・活動には多くの方々が関わっている。

地域のボランティア力が高まる。 

・多世代で顔見知りになる交流の機会

である。 

 

（自治会町内会と民生・児童委員との

連携のしくみづくり） 

・金津自治会では民生委員が町内役員

として副会長となり連携している。 

・古津自治会では民生委員が防災委員

に入ってもらい、連携している。 

→町内役員に民生委員からも入っても

らうことで情報共有がスムーズになる 

（町内業務のデジタル化） 

・割町町内会ではオンラインで役員会

を行っている。また、回覧板とは別に

LINE での情報伝達を検討している。 

→デジタル化をすることで、現役世代

からの地域参加の促進にもつながる 

（包括支援センターとの連携） 

・圏域ケア会議では、民生委員、包括、

ケアマネでの見守りに関する認識共有

ができた。 



5
年
間
の
評
価 

 

 

 

 

 

 

 

   

各基本目標に向け、計画書に書かれていることに取組んだかどうかで評価し、懇談会に参加した地域の皆さんがお一人ずつ評価してくださいました。 
A＝80％以上取組めた（新規活動や既存活動の工夫を行った） B＝50％の取組み（既存の取組みの継続） C＝30％の取組み（道半ば・やめてしまった）D＝全く取り組めなかった 

※グラフは、評価をつけた方の人数の割合です。 

地
域
に
残
る
福
祉
課
題 

（地域行事・地域参加に関して） 

・大運動会は地域が一体となる大切な行事である。継続して取り組んでいくことには様々な課題がある。 

（生活支援・除雪支援に関して） 

・独居高齢者や高齢者のみ世帯では除雪のニーズがある。 

・除雪をはじめとする生活支援に対して、利用料を払えない人への支援があるとよい。 

・活動側が料金を安くしすぎると民業圧迫となるので、そうならないようなしくみがあるとよい。 

（移動支援に関して） 

・地域の茶の間への送迎については依然として課題である。 

 

［参加者］ 

 コミ協：青木会長、齊藤副会長、佐久間副会長、山﨑副会長、清田会計、萱森事務局長、地区社協：源川委員長、斉藤委員、鈴木委員、山本委員、和氣委員、民

児協：小坂会長、長谷川副会長、渡邊会計、大墨委員、小林委員、真柄委員、宮尾委員、古津自治会:鈴木会長、西古津自治会：小幡会長、金津自治会：臼井会

長、割町町内会：阪井会長、朝日町内会：植木会長、東島町内会：澁谷会長、中村町内会：伊藤会長、程島自治会：近藤会長、包括こすど：小出センター長、就労

支援事業所メロディ：五十嵐代表、秋葉区社協：秋山事務局長補佐、出口（地区担当）、岡村(支え合いのしくみづくり推進員) 


